
 

 

第 ２ ８ 回 リ バ ー フ ロ ン ト 研 究 所 研 究 発 表 会 プ ロ グ ラ ム 
 

 

日 時 令和２年１２月１６日（水） 13 時 00 分より配信開始 視聴無料 

U R L http://www.rfc.or.jp/ivent2020_hokokukai.html 
 

 

・代表理事の挨拶  代表理事 塚原 浩一 

 

・ミニ基調講演（敬称略） 

 
変革期の治水                         （約１５分） 

……………国立研究開発法人 土木研究所  
水災害・リスクマネジメント国際センター(ICHARM) 

センター長 小池 俊雄 1 

国土の変貌による流出増と今後の国土再編としての流域治水    （約１５分） 
  ……………九州大学大学院工学研究院環境社会部門 

 教授 島谷 幸宏  
河川環境の保全と洪水災害、そして感染症の先に見えるもの    （約１５分） 

……………北海道大学大学院 農学研究院 環境資源学部門 

 教授 中村 太士 

流域治水と多自然川づくり                   （約１５分） 

……………滋賀県立大学環境科学部 環境政策・計画学科 

 准教授 瀧 健太郎   

       

・研究発表                         

 

環境 DNA による魚類の網羅的解析の                             （約 20 分） 

河川水辺の国勢調査への導入に関する基礎検討 

……………自然環境グループ 研究員 内藤 太輔 

 

外来植物の侵入予測とリスクマップの活用                         （約 20 分） 

 ……………自然環境グループ 研究員 川村 設雄 

 

全国アンケートからみた「かわまちづくり」の現状と課題         （約 20 分） 

 ……………水循環・まちづくり・防災グループ 研究員 阿部 充 

 

海岸を活かした地域活性化の支援方策に関する試論                 （約 20 分） 

 ……………水循環・まちづくり・防災グループ 研究員 北澤 史 

 

 

 ミニ基調講演・研究発表の質問につきまして 
 

発表内容に関するご質問・ご意見等に関しては、12月 23日まで電子メール（kenpatsu@rfc.or.jp）

にて承りますが、主な質問に絞った上で、1 月中旬頃を目途に当研究所のホームページにてご

回答として掲載致します。お寄せ戴くご質問・ご意見等の全てまたは個別にご回答を差し上げ

るわけではございませんので、予めご承知おきください。 
 

 

本研究発表会は、土木学会認定の継続教育（CPD） 
プログラムに認定されています。 


